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バーナド・ショーの文体
広　田　典　夫
　　　　　　　　　　　　0．はじめに
　Bemard　Shawは，〃伽α〃Sψθ舳肋『人と超人』のTo　Arthur　Bmgha皿
Walkleyと題する序文の中で，r主張の効果性が文体のすべてである（Ef－
fectiveness　of　assertion　is　Alpha　and　Omega　of　sty1e．）」と述べ，更に続
けて，r主張すべきものを持たぬ老は，文体を持たず，何も持ち得ない。主張す
べき何かを持つ者は，文体の力強さにおいて，大いなる点にまで進み，彼の信
念が彼を導き進めるであろう」と言っている。更に叉，ショーは，’「一般の文人
は，バニヤンの信念（COnViCtiOn）を持たず，また，シェイクスピアの見解
（apprehension）を持たずに，バニヤンやシェイクスピアの文体を身につげる
ことができると思っている，特に，不定詞を分離しないように気をつけてさえ
いれば」と・形式にだけとらわれて，中味のない作家たちに，痛烈な皮肉をあ
びせている。ちなみに，付け加えれば，ショーには，ま0”伽”ψ刎α加
himself　dull（〃α物1坐）；歩o肋ま伽5吻θ勿妙the　humor（τθ〃274）のよ
うな，分離不定詞がある。
　ショーの劇は，彼自ら言うように，r思想劇」adramaofideas（〃励44）
である。彼は，自分の思想を発表する形式として劇を選んだ。すでに述べたよ
うに，「主張なき者には文体なし」と，ショーは鋭く言い切っている。それな
らば・彼独特の「生の力」（Life－Force）の哲学や，偶像破壊と因襲打破などの
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強烈なる主張を盛り込んだ彼の劇の文体とは，一体どのようなものか。ショー
の代表作r人と超人』を中心に，1〕伽∫1〕1勿∫肋むP切s吻φ1θα∫α械をテキ
ストにして，ショーの英語の特徴を探ってみることにする。
　テキストには，Peng㎡n版を用い，引用文の後に示した作晶名は，次のよう
に簡略化した。また，作品名に続く数字は，テキストのぺ一ジ数を表わし，数
字の後にSとあるのは，ト書きStage　directiOnのことであり，一応台詞と
区別した。
　　〃伽α〃sψ〃刎肋　　　　　　　　　　　　　　　　〔〃舳〕
　　Pz〃3ひ砂狛ωα〃
　　　閉d0〃〃S’肋脇∫　　　　　　　　　〔且0刎∫2∫〕
　　　τ加P〃α〃θ〃γ　　　　　　　　　　　　　　　〔P〃1刎∂θκγ〕
　　　仰sW〃閉’8P柳・∫6・勉　　　　　　〔1〕ψ∫∫タo〃〕
　　〃〃3〃2脇〃
　　　々㈱α”伽”〃　　　　　　　　　　　　　〔ル㈱〕
　　　Cα〃”gα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔0α〃〃α〕
　　　τ加〃；脇ゲ1）θ5ガ〃　　　　　　　　　　　　　　〔刀θ3ガ〃〕
　　　γ0〃ル鮒C励丁9〃　　　　　　　　〔Tθ〃〕
1．　副　詞
　1．0　ショーの劇には・おびただしいばかりに多彩な副詞が氾濫している。こ
の場合の副詞とは，一1y形の様態の副詞を主とした修飾副詞〕V［o砒yingadverb
のことである。副詞の多用は，台詞は勿論のこと，ショーの劇の一大特色であ
．る非常に長いト書きや序文にも共通している。
i一一、郵詞叶形容詞
形容詞が名詞修飾語Attributiveとして用いられるにせよ，述語的Predi・
S52
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CatiVeに用いられるにせよ，その形容詞を副詞が修飾する例は甚だ多い。この
ような副詞は・Quirk（G・C・且5・51）が，［極めて一般的に，修飾副詞は強勢
語（intenSiier）である」と述べているよ．うに，強意的働きをするものであ考。
　　（1）lV［r　Robinson　is　rea11y　an脇oo〃刎o刎砂ni㏄1ooking　young　fel1ow．
　（〃α〃44S）
　　（2）when　the切66o〃吻reck1ess　poor　and　s肋が6勿pious　rich　wiユ1
　delay　the　extinction　of　the　race　only　by　degrading　it；（〃α〃168）
　　（3）You　were初5α肋妙curious　as　to　what　a　boy　might　be　capab1e
　of，and6クαろo〃oα1妙c1ever　at　getting　thfough　his　guard　and　surprising
　his　inmost　secrets．（〃伽74）
　その他，「副詞十形容詞」の例を，at　randOmに『人と超人』から若干拾い
上げてみると，
　indeinab1yshabby；immoderate1y　long；prodigiously血uent；exquisite1y
　pretty；undeniab1y　p1easant；dangerous1y　co1d；unfathomably　dark；
　pos1t1ve1y　br1111ant，d1sagreeab1y　se亙一1ndulgent，ange11ca1ly　du11
などがある。
　きまりきった副詞がいつも常套句的に用いられているのではなく，いろいろ
な副詞がいかに効果的ヒ用いら丸ているかを，同一の形容詞を様々走副詞カ｛修
飾する例を挙げて示してみることにする。
　　（4）　a1arge　photograph　of　an2切κ刎θ妙乃α〃650刎θo蘭cer．．．（λ7物s
　22S）
　　（5）Major　Sergius　Sarano丘，＿，is　a　ta11”o肋α肋oα妙加〃80刎θman，
　　（■47刎∫50S）
　　（6）Ca凸erine．．．comes　from　the　house　with　T1ユrkish　s1ippers　on
　her　bare　feet，lookingα∫まo物ゐゐタ〃9汐乃α〃so〃〃and　．．．（■4舳847S）
　　（7）　his　nose　and　chin　are　oαoα〃θκ妙ゐα〃so〃θ、（Tθ〃231S）
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　　（8）　It’s　on1y　tooゐ”θo〃∫妙か〃2　（〃α〃51）
　　（9）　ノLh，true，乃oγ〃ろ砂　ま7〃θ．　（吻〃　74）
　　Φ◎　　for1t工s　〃〃o〃ろまθ6砂’閉6　（1吻α〃　126）
　　⑪　It’S　the　fau1t　Of　the〃6居〃汐∫吻ガ肋2〃加11aWS　Of　hiS　COmtrヅ∫　（P免〃α〃2γθ7141）
／　　⑫　and　sma11watery　b1ue　eyes　with　aμα6〃肋吻∫2〃伽θ〃α1ex－　pression，．．．（Cα〃〃6α111S）
｛　　⑬　we．．．were　most　oo郷c如励o”吻γo刎α励｛＾（〃舳76）　　（1ゆ　An伽o鰍αあ妙”o刎肋肋disposition．（λγ刎∫96）
　　⑮　and　oo㈱肋〃o伽伽7倣c〃o刎in　uncompassionate　eyes．（肋〃∫召∫∫　31S）
て　　σ⑤　making　him　〃〃功θo后αあ妙　”∂北”0〃3　in　the　eye　Of　Histo「y．．．　（刀θ8κηγ181S）　　　　　　　　　　　　　　　，
　　⑰　I　think　her伽肋刎吻加α〃伽1，Miss　Gamet仁（Cα〃〃σ109）．?
　　⑱　she　is　an肋o肋〃昭妙あθ伽柳〃1woman．（〃伽56S）
とりわけ，頻繁に用いられている副詞を，いくつか列挙しておく。
extreme1y；fair1y；frightfully；9enuinely；highly；hope1essly；horrib1y；
inteI1se1y；perfectly；pure1y；thoroughly；utterIy
　一．2　Perfectly　と　Never
　人には誰にも言葉に対する好みがあり・人それぞれに愛用語というものがあ
る。接続詞howe∀erと強意副詞indeedがスウィフトの愛用語であるのに対
し，ショーのそれは，peぜectlyとneverである。
　前項の終りに，使用頻度数の多い副詞を若干挙げたが，その中でも，highly，
horrib1y，thoroughlyなどが最も頻繁に用いられている。LかL，Perfectly
は，それらの副詞と比べても，大よそその4・5倍は用いられていよう。
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　　ANA．It　is　a11nonsense：most　marriages　are　perfect1y　comfortable．
　　DON　JUAN　“Perfect1y”1s　a　strong　express1on，Ana．（〃α〃167）
と，シ昌一自身も認めているように，Perfect1yは，r強い表現」であり，強勢
語である。0EDには，Perfect1yは，形容詞・副詞・句と共に用いて，「可能
な最大限度まで」（To　the　fu11est　poss1b1e　degree　or　extent）を表わすとあ
る。また，Paエtridge（σ＆A　p．233）は，　「‘A　perfect1y　good　motor－car’
のようにentire1yやwho11yの意味で用いられるPe㎡ect1yは，口語体
（Col1oquia1iSm）であって，形式ばった散文では，やや奇異に響く」と述べて
いるが，ショーはこれを，台詞やト書きや序文を間わず，あらゆる散文の中で
縦横に用いている。
　　（1）myμψo吻modem　three－act　play．．．（〃α〃一Preface－xvi）
　　（2）She　is　aμ脈o妙respectable，μψo的se1f－contro11ed　woman，
　and1ooks　it；（〃α〃57S）
　　（3）Of　course　you　know　by　your　mother’s　being　in　it　that　it’s力脈
　ノとcま砂straight　and　honest．（P”ψ8∫6o〃260）
　ショーのもう1つの愛用の副詞neverは，γ0〃肋鮒Cα〃τθ”が象徴
的に示すように，強調的に助動詞の前におかれることも多い。この謝贋である
と，否定を強めるにせよ，助動詞を強めるにせよ，叉，その両方を強めるにせ
よ，そのいずれの場合でも，強弱強という英語のもっとも自然なリズムをもつ
ことになる。
　　（4）Eng1ishmen〃ω〃wi11be　slaves：（〃舳146）
　　（5）I〃ω〃can　marry　you．（λ舳∫45）
　　　Cf．an　o価cer　shou1d〃ω〃1et　himse1f　down　to　the1evel　of　his
　　men．（肋8〃〃219）
　　（6）I〃ω〃was　more　serious　in　my1ife．（P舳o〃舳プ147）
　　　Cf．I　am勿ω〃hypocritical　with　you，Jack．（〃肋81）
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　0EDのNe7erの項に，Repeated　for　the　sake　of　emphasisと説明が
あるが，ショーにもこのneVerの反復例は多い。
　　（7）0h，I　sha11never　be　mworthy　of　you　any　more，my　sou1’s
　hero：〃θ砂‘…γ，　勿θ砂2グ，　〃2砂θれ　（ノ1プ〃2∫26）
　　（8）GLORIA〔rising　to　leve1the　declaration　more　intense1y　at　him〕
Ne7er！Whi1e　grass　grows　or　water　rms，〃ω〃舳θ〃舳〃〃∫
　　　　VALENTINE〔mabashed〕Wel1，Idontcare．I　cantbemhappy
　about　anything．　I　sha11never　be　unhapPy　again，〃θ砂θプ，〃θ〃θ7，〃θ砂θ7，
　while　grass　grows　or　water　rms．、（τθ〃312）
　1．3単純形副詞
　ト書きに，まま単純形副詞F1at　adverbが用いられている。Perrin（肋6伽
P．481）によれば，r－1y形の副詞は，Formal　Eng1ishで好まれ，1yの．ない
短い形は，speechとかI㎡ormal　wr1tingでよく用いられる。とちらを選ぶ
かは，文体の問題であり，短い形の方がより力強い感じを与える」とある。
　　（1）He　takes　the　visitor’s　chairhimse政，and　sits，肋50閉肋肋、（Cα〃〃α
　173S）
　　（2）Trench　goes　out，veryα昭η．（Ho刎θ876S）
　　（3）　Louka　stands　her　ground，力”o〃6and8〃召〃、（λ7刎891S）
　　（4）Lexy　Mi1l　comes　in，α舳タo㈱and伽クo物〃．（Cα〃〃α151S）
2．　並　列　I
　2，0　ここでいう並列とは，「A＋B＋C＋．．．」のように，いくつかの同種の語
句を並列的に配列したもののことである。この場合，並列する語句の数が2・
3個にとどまらず，4・5個，或はそれ以上と夫へん数の多いのが，ショーの
特徴である。まさに，言葉の洪水といったところで，饒舌の感をまぬがれない
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が，聞く者に，たたみかげるような力強さと迫力を与えることも確かである。
形式は，一般には，rA，B（，〕and　C」、がもっとも普通であるが，ショーには，
rA，B，C」の形がもっとも多く，「AandBandC」も多少はある。
2．1名言司
　　（1）　（a1ife）in　which肋妙，oろθ〃θ〃oθ，蜥κ肋〃，ゐo刎2，〃o〃1伽α勿∂
κ〃を｛o〃are　detestab1e　tyrannies，．．．（τθ〃244）
　　（2）that　purpose　which　is　now　hidden　in　a　mephitic　cloud　of　lo〃θ
α〃”o刎肋6θα〃似〃θηα〃力∫κ荻o㈱刎θs5，wi11break　through　into
c1ear　sun1ight．．．（〃α肋170）
　　（3）it　had　ceased　to　be　f㎝＝，and　had　become8肋〃g肋，μ脇伽励o物，
○敏1α伽，伽o〃燃o1励o〃（1）θ∫ま伽199）
　　（4）舌M狐iage　is　to　meψo吻紗，伽ψ勿α地〃ゲ伽8例6肋αηゲ〃
’∫0〃，〃601α肋刎げ〃舳励00∂，8α12げ〃柳伽鋤f，8乃舳ψ1S〃グー
κ〃〃，な㎜肋〃o狐ω肋〃励o〃，α㏄功肋舳ゲ6ψαま．（〃舳216）
　　（5）Invent　me　a　means　by　which　I　can　have　lo〃，ろθα〃妙，”o舳〃oθ，
θ伽o伽〃，加∫8｛o〃，without肋2かω〃比加6μ〃α肋θ∫，肋θ〃θ功θ㈱θ∫，肋θか
〃0〃6θS，伽〃肋α1∫，伽〃〃㈱㈱α〃幽0〃タθ∫α〃桃桃ψ励α肋，
伽〃〃伽脇げSθ伽〃∫α〃勿舳θ∫α〃60C肋S脇∂5Cゐ00肋αS肋∫．
（〃α〃168）
2．2動詞
　（1）She　knows　by　instinct　that　far　back　in　the　evolutional　pro㏄ss
s11e伽砂伽加6him，6倣〃脇肋f〃him，o〃α勿6him　in　order　to　produce
something　better　than　the　single－sexed　process　can　prod1uce．（吻〃
156－7）
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　　（2）　Juan：you　are力ooκ∂，σ〃θ〃θ6，o〃加｛〃〃oまθ6．（〃o〃165）
　　（3）You　wouldμまhim，and功o〃him，and刎o肋〃him　to　per．
fection．（ノ17刎s62）
次は，不定詞の例である。
　　（4）　it　is　yOur　part　ま0　〃00，　オ0力θκs〃α6θ，　τ0　力κ召砂α”，　ま0　0砂θ700刎θ．
（〃舳96）
　　（5）The　politician…has　now　to1eam　how　to力∫oク伽κ，α〃狐θ，
ω伽，肋伽ろ惚，力侮〃舳，or　otherwise8〃加the　fancy　of　the　e1ectorate；
（〃α〃一Handbook－243）
次は，分詞である。
　　（6）Oh，to　see　them　sitting　there　at1unch　together，1α〃g〃惚，
○加肋惚，刎α肋昭9ame　of　me！（P舳α〃舳7139）
　　（7）Then　the1ady…became　anxious，preoccupied　with　me，a1ways
”7な刎伽9，ω〃功〃惚，〃π∫〃惚，〃α比〃惚，〃α励〃＆bent　who1ly　on
making　sl■re　of　her　prey：（〃伽162）
　2，3形容言司
名詞を修飾する限定形容詞が，3個以上連続する例は甚だ多い。and，or，but
などの接続詞を用いたものはなく，そのほとんどは，コ：■マで区切られている。
　　　（1）He　is　a　c加θ吻1，鮒o伽肋，桃な〃切cα〃，〃妙o〃5加∂man　of
　ab◎ut50，．．．（λ7刎∫46S）
　　　（2）　I　never　wanted　you　to　do　those伽〃，〃8α妙o伽κ昭，ろ〃肋1，
　s肋ヵ圭6，砂〃1g”7things、（〃α〃75）
　　　（3）that　makes　them　the舳60柳7加ろ1θ，力18θ，㈱〃棚，〃まψ6〃，
　ヵ2肋1α勉去，〃〃κヵθ6creatu二res　they　are．（〃α〃175）
　　　（4）I　have　in　my　hand　a　copy　of肋θ刎o∫〃物刎o〃∫，肋θ刎05チ
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　∫oα〃6α1o”∫。　チゐθ　刎osま　刎ゐo乃加砂o〃∫，　まゐθ　刎osま　〃αc尾g〃ακ∂妙　book　that
　ever　escaped　b1ユming　at　the　hands　of　the　common　hangman．（〃α〃
　47）
　名詞を修飾する2つ以上の形容詞が，and，butなどの接続詞や，叉，コン
マも用いずに並列されることがある。一般には，2つの場合が考えられる。1
っは，a　dark　red　roseのように，最初の形容詞が副詞的に次の形容詞を修飾
する場合である。もう1つは，a　ta11yomg　manのように，形容詞十名詞と
いう1つのまとまりを，他の形容詞が修飾する関係のものである。つまり，
「形容詞十（形容詞十名詞）」の形のものである。しかし，ショーには，全く対
等の関係で名詞を修飾する形容詞が，接続詞もコソマもなしで並列されている
例がある。
　　（5）A吻㎏〃な㎜〃〃g倣2〃〃9血an，offensive　and　contemptuous
　to　people　whose　labor　is　cheap，．．．（Cα〃〃α111）
　　（6）My　feelings－my刎細〃〃θω〃α〃汐〃o肋α〃妙fee1ings－may
　be　on　your　side；（τθ〃325）
　次は，叙述用法の形容詞の並列の例である。この場合，A　and　B　and　Cの
形のものもある。
　　（7）and　her　highly　strung　temperament　made　her舳6θ物励，伽一
　むα1o〃α〃θ，砂〃加〃θ，ω卯〃o〃∫，o閉21，in　a　word，θ刎肋〃肋9．（〃刎
　126）
　　（8）　Externally　he　is力κ加〃κo狐，ろoo刎伽9，勿oタ以，6吻ψo〃α〃た　（P”o・
　ノを5∫｛o〃225S）
　　（g）You　are　ve町ω肋and∫θ郷〃θand刎oゐκ倣θwith　me．．．
　（Cσ〃6タ4α　126）
　　σ◎　He1ooks　very力σ12，and　g”紗，　and　〃〃〃〃θ4and　o1五　（Cσ〃タ6α
　145）
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　　1つの名詞の前にいくつかの限定形容詞がおかれた上，更に，名詞の後にも
限定形容詞がおかれたものもある。後位の形容詞は，andで結ばれている場合
が多く，一般に強意的で，叙述形容詞に近付いていると言えよう。
　　　⑪　A　vigorous，9enial，Popularman　of　forty，〃肋∫〃〃8oo”oo肋惚，
　fu11of　energy，with　p1easant，hearty，considerate　manners，and＿
　　（Co〃666α104S）
　　　⑫　A　more　critica1，fastidious，handsome　face，μ1〃α〃ω〃弘
　without．．．（〃伽132S）
　　　⑬　He　is　a　strange，shy　youth　of　eighteen，s1な〃，砺θ〃〃α加，with
　a　delicate　chi1dish　voice，and．．．（Cα〃6ク6α120S）
2．4　冨一詞
3つ以上の副詞の並列は，比較的少ない。
　　（1）want　of　character；want　of　being〃α妙，∫肋〃9妙，力08肋砂吻
0nese1f．（Z）θsκ妙201）
　　（2）something刎o〃ω伽肋〃妙，刎o〃閉棚θs吻，勿ω〃伽gθ〃o〃吻
destructive　was　needed；（〃α〃153S）
一2．5　句
　　　（1）　It　iS　On1yま””0〃gゐ　10”θ，　彦””0〃g”カ6妙，　肋”0〃g”　肋θ　タ刎∫ま伽CまtO
sa7e　and　protect　someone　e1se，…（D2sκ妙200）
　　　（2）A　young　manω肋o〃力吻〃肋o〃π召砂θ〃肌θ，〃棚o〃伽昭ター
伽肋〃，〃肋o〃sθ郷θ，hopeless1y　iI1susceptib1e　to　the　Napo1eomc　or　any
　other　idea，．．．（Dθs歩肋ツ187S）
　　　（3）We　are　ashamed　of　everything　that　is　real　about　us；ashamed
φ0㈱θ肋∫，ゲ0〃〃α肋θS，ゲ0〃伽0舳∫。ヴ0〃ωω〃S。ゲ0〃
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○が〃o〃∫，ゲo〃θ功θグ伽6θ，just　as　we　are　ashamed　of　our　naked
skins．（〃α〃55）
以上のような句の並列は，一種の反復表現ともみたされる。（4のr反復」参照）
3．並　列　■
　3．0　ここで取り上げる並列は，s1ow　and　stead1yのような「A　and　B」と
対句の形をなすものである。rea1ly　and　truly（τθ〃293）のように，同じ意
味の語を重ねて，強意的効果を狙うものもあり，叉，1語では何とたく落着か
ぬ場合，A　and　Bとすることによって，文章になめらかなリズムを生み出す
ものもある。
3．1名詞
　（1）You　wi11be　working　with　al1your刎な〃α〃砂α1oグto　make
every　spot　on　earth　as　happy　as　your　own　home．（Cα〃〃α127）
　（2）　I　put　you　on　your乃o〃oγα〃∂か〃肋．（Cα勿6〃α157）
　（3）The　par1ormaid，…tries　to　arrange　her　hair　and　cap，whimper－
ing　a1itt1e　with伽肋〃曲o〃α〃80κ舳∫∫．（肋㈱θ874S）
　（4）Candida’s　serene　brow，courageous　eyes，and　we11set　mouth
and　chin　sign並y1α惚ε〃2∫sρグ刎ク〃α〃7な〃勿ヅρ戸o乃oクαc加7to　ennob1e
her　cu1＝ming　in　the　a伍ections．（Cα〃∂タ6α118S）
3．2形容詞
隈定形容詞の例。
　（1）Pray　let　us　be　friend；，並we　a｝e　to　be　friends，in　a8θ郷〃2
α〃〃ゐo1θ∫o肋θway．（Tθ〃291）
　（2）there　is　something　very　noticeable，something　a㎞ost　g妙α〃
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ノ〃〃olo〃∫in　the　sty1e　of　dressing．（Tθ〃333）
叙述形容詞の例。
　　（3）and　he　soon　becomes肋励幼α〃α”00”舳μ〃0㈱．（Cα””α
125S）
　　（4）When　he　is　manipu1ating　the　car　his　movements　are∫〃娩
α勉∂∫〃66θ〃，yetακθ勿チあ召α勉∂6θ1必θκαまθ．（〃α〃90S）
　　（5）0hno，sir，notatall．A1ittleヵ〃卿α〃肋∫妙nodoubt，but
very　oゐoタoθα〃601α8以，very　gθ〃加θ1α〃6ゐクgゐ　τo〃θ6indeed．（τθ〃334）
　　3．3　冨1言司
　・1y形の副詞を重ねることは，rhymeを踏むことになり，一層リズミカルに
響くからであろうか，この用例は非常に多い。
　　　（1）I　want　you　to　te11her∫肋o〃吻α〃ω閉θ∫妙what　you　think
　about　me．（〃伽96）
　　　（2）Can　you　not　discuss　this　matter　ooo妙α〃伽肋〃α吻？（T2〃
　　288）
　　　（3）　and　you　triumph　in　it．　0μ〃妙α〃6∫肋〃4θ55妙triu二mph　in　it！
　　（〃α〃83）
　　　（4）MARCHBANKS　〔蛎妙α〃刎〃㏄．oα妙，but8αψ肋”o惚伽g妙〕
　　（Cα〃666α142S）
　　　（5）　Raina　hard1y　able　to　believe　that　even　a　Serbian　o伍cer　can　be
　soη〃たα1妙α勉∂∫θ1ノ毒5乃妙unchivalrous，．．．（■47〃zs29S）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．反　復
　4．0様々な種類・形態の反復Repititionもまた，ショーの英語の大きな特
色となっている。
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　4．1同一語句の反復
　同一の語句，時には文を強調の目的で反復するもので，修辞学上，畳語法
Epizeuxisと呼ばれるものである。
　　（1）The〃η，砂θη，〃ηsame　way．（0α〃〃α158＿9）
　　（2）No：not　i11．0n1y〃o〃o”乃o〃o〃乃oγ”o〃（Cα〃6〃α142）
　　（3）Wine！No：that　wou1d　be　waste．You　are　a11the　same：
　〃α∫〃伽8〃ωα5〃（Dθ8ま物183）
　　（4）But　your　w並e’s　beaut肚u1ingers　are　dabb1ing　in　pa二ra価n　oi1
　whi1e　you　sit　here　comfortab1y　preaching　about　it：ever1asting伽ωcゐ一
　｛〃9∫力72α6乃｛〃9ノω07∂∫ノ〃07∂∫∫　〃oκ6∫∫　（Cα”66α141）
　　（5）TANNER〔explosive1y〕Am：I　wi11not　marry　you．Do　you
　hear？I〃o励，〃o〃，〃o械，〃o〃，WOWτmarry　you．
　　　　ANN〔p1acid1y〕Well，nobody　axd　you，ψ8加∫α〃，ψ∫加∫α〃，
　∫〃∫乃θ∫αξ6．So　thats　sett1ed．（〃α〃215）
　（neverの反復については，1．2を参照）
4．2rXA＋XB＋XC」型の反復
同一の語句が，それぞれABCの前におかれる型の反復である。
　（1）He　is　certain1y肋θろθ∫’fed，肋θろθ∫チdressed，and肋2加∫まtrained．
（”α〃118S）
　（2）He　wil1therefore　make　no　objection　to　the　production　of　a　race
of　what　he　cal1s　Great　Men　or　Heroes，because　he　wi1l　imagine　them，
not　as　tme　Supermen，but　as　hmse1f　endowed　wlth2幼〃肋bra1ns，
タ械〃伽courage，and加力〃伽money．（〃肋＿Handbook＿2ω）
　（3）　I　tel1　you　that　in　the　pursuit　of　刎ツ　o〃〃　Pleasure，〃ηo〃物
hea1th，刎ツoω〃fortune，I　have　never　known　happiness。（〃α〃175）
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　2・5で取り上げた肋”o〃幼1ove・ま加o〃幼pity，肋70〃幼the　instinctや，
〃肋o〃fear，〃肋o〃reverence，〃肋o〃imagination，〃肋o〃senseな
ども，この型の反復例に入る。
　4．3「AX＋BX＋CX」型の反復
　同一の基本語が反復され，その基本語に種々の修飾語が付加された型である。
一種の畳語法と見ることもできよう。
　　（1）You　modem　young1adies　are功1θ〃〃j　Pe㎡ectly功1θ〃”〃
　（・P”ψ∫∫60〃214）
　　（2）　0h，horriblyψα〃，agonizinglyψ加五（Dθ∫あ〃198）
　　（3）I　am　not　afraid，so1ong　as　it　is　youエ・rea1se1f　that　speaks，and
　not　a　mereα肋肋ゐj　a　ga1lantα肋チ〃θ，or　a　wickedα材伽ゐ，or　even
　apOeticα””〃6θ．（Cα〃∂タ6α157）
　　（4）　Myヵ肋7θ，herヵ肋〃，Mrs　Tranie1d’sヵ肋〃，Craven’sル肋〃，
　everybody’sヵ肋〃depends　on　Ju1ia　being　Paramore’s　a冊anced　bride
　when　we　a皿ive．（P〃1α〃〃〃157）
　4．4　同一文型の反復
　同じ主語と動詞を用いて，同一の文型を反復するものである。この反復の型
は，ショーの英語の特に著しい特徴と言えそうである。
　　（1）Zoo尾αチhim，James！．．．〃o冶励his　co11ar！1oo尾αオhis　tie！1oo后
　αまhis　hair！（Cα〃励6α130一一1）
　　（2）〃加サ〃o〃〃Sergius，the　hero　of　S1ivnitza，8αツ並he　saw　me
　now？　〃肋1〃o〃〃Sergius，the　apost1e　of比e　higher1o∀e，5〃丑he
　saw　me　now　P　W肋サ〃o〃〃the　ha1f　dozen　Sergiuses　who　keep　popping
　in　and　out　of　t㎞s　handsome丘gure　of　mine∫〃if　they　caught　us
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　　here～　（一4γ〃θ8　57）
　　　（3）　1∫肋刎”the　G㎜＝d1ans　out　of　accept1ng　your　tender．1∫肋刎〃
　　the　ratepayers　out　of　letting仁bem　do　it：18ゐα刎θ6　everybody　but
　　you．（Cα〃666α113）
　　　（4）But　you　dont　know　al1that　that　means：youre　too　young．
　　”刎θα〃s　a　new　dress　every　day；〃刎2α㈱theatres　and　bal1s　every
　　night；〃刎θα郷having　the　pick　of　a1l　the　gent1emen　in　Europe　at
　　your　feet；カ刎2α〃∫a1ove1y　house　and　p1enty　of　servants；　〃刎θα〃8
　　the　choicest　of　eating　and　drinking；〃　刎2α〃∫everything　you1ike，
　　everything　you　want，everything　you　can　think　of．（P”ψ85づo〃278）
　　『人と超人』の中で，Don　Juanが雄弁をふるっている1節を，少し長いが，
次に引用してみよう。
　　　（5）　Yo㎜l　friends　are　a11the　du11est　dogs　I　know．　τ乃紗α〃㎜ま
　　beautiful：肋砂α陀o〃1ツdecorated．　τゐθツα〃〃oまclean：肋ηα〃o〃妙
　　shaved　and　starched．　丁乃砂α陀〃oまdigni丘ed：肋砂　σ7召o勿砂fashion・
　　ably　dressed．η砂〃θ㎜まeducated：肋θツ〃θo〃妙co11ege　passmen．
　　τあθツ　α72　〃0’　religiOus：　ま”砂　αγθ　0勿砂　pewτenters．　Tカη　　α”2　〃0ま
　　mora1：肋紗　αγ8　0〃妙conventional．　Tんξヅα72〃o’vir［uous：　肋θツα〃
　　oπ汐“frail．”　丁乃η　α〃　〃oまartistic：肋η　α〃　o〃ツ　1ascivious．　τゐη
　　α7θ〃oまprosperous：　≠乃θツακθo〃砂rich．　τ免〃α”召〃oま1oyaI，　ま乃ηα”θ
　　o〃汐servi1e；勿oまdutiful，o〃妙sheepish；肋o玄pub1ic　spirited，o〃妙Patriotic；
　　刎f　courageous，o〃沙quarrelsome；㎜まdetermined，o〃妙obstinate；㎜ま
　　masterfu1，o〃汐domineering；〃oチse1f－contro1led，o〃汐obtuse；ω左se1f－
　　respecting，o〃ツvain；〃oまkind，o〃ツsentimenta1；伽まsocial，o〃妙
　　gregarious；〃oまconsiderate，o〃汐Po丘te；椛o’inte11igent，o勿汐opinionat・
　　ed；刎まProgressive，o〃妙factious；伽1imaginative，o〃りsuperstitious；
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弼oオjust，o似γvindictive；〃o左generous，o〃妙Propitiatory；〃o工discip1ined，
o〃汐cowed；and㎜彦tmt趾u1at　a11：hars　every　one　of　them，to　the
very　backbone　of　their　sou1s．（〃α〃176）
5．　強意表現
　5．0反復も強意副詞の使用も無論強意表現であるが，ここでは，その他の強
意形式をまとめてみようと思う。
　5．1　　It　is　．．．that
　頻出する構文で，特に台詞に多い。
　　（1）杉ゐin　the　poet肋αまthe　ho1y　spirit　of　man－the　god　within
　him＿is　most　god1ike．（0α〃〃α127）
　　（2）〃ゐthe　want　of　it　in　others肋αまmakes　me　tremb1e．（Cα〃〃α
　127）
　強調される語が，主格の人を表わす語（Jack，Iなど）である場合は，it　is
．．．肋0が圧倒的に多く，it　is＿肋〃は，23例中2例のみである。（強調される
語が目的格の時には，thatが用いられる。）叉，it　is∫に対して，itis舳は
W肋〃㈱’肋㈹∫の中で，教養のない男Lickcheeseの台詞に1度だげ現わ
れる。（続く動詞もmake∫になっている。）
　　（3）I　am　sure〃兆Jack　hi㎜se1f〃加has　made　all　the　d脆cu1ty．
　（〃α〃61）
　　（4）　杉　〃α∫he　ω〃o　i1＝st　told　nユe　of　it．（〃α〃　215）
　　（5）Remember：if　any　luck　comes　to　you，〃伽∫I肋励made　a
　woman　of　you．（A7㈱80）
　　（6）　It　is　l　who　have　to　apologize　for　Ju1ia，Jo．（P〃1σ〃θκ7120）
　　（7）And，mind　you，it’s舳that　makes　it　pay　him　so　we1l．（肋〃㈱
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　5．2綴字法
　ショーは強勢をおく語をイタリック体にせずに，ローマ字体のまま文字と文
字の間を少し開けるようにしている。Constable版でもPenguin版でもそう
なっており，この表記法は，恐らくショー独特のものであろう。ただし，‘I’
のような1文字の語には，イタリック体を使用する。
　　（1）　It’s　enough　to　drive　anyone　out　of　their　s　e　n　s　e　s　．．．to　hear　a
　woman　raved　about　in　that　absurd　manner．．．（Cα〃〃α109）
　　（2）Do　you　k　n　o　w　what　you　sオd　just　now～（λ7刎∫76）
　　（3）　I　n　e　v　e「apO10gize！（■47吻∫87）
　　（4）1am　an　o脆cer．（λ舳∫83）
6．語　順
　6．0倒置InversiOnなど，謝11貢を変えることも，1つの有力なる強意表現
である。You　ne▽er　can　te11．の方が，You　can　never　te11．よりも強意的で
あり，これも語順変更による強意表現と言えよう。また，常に，文尾と同様，
文の先頭にくる語句には，必然的に何らかの強勢が加わることになる。
　6．1副詞句が前置される場合
　副詞句が強調のため文頭におかれた場合，その後に続く文では，「述語動詞
（V）十主語（S）」の語順になることが多い。動詞は，一般的には，be，come，
1ieなどであるが，ショーでは，ほとんどがbeである。各幕の冒頭の場面説
明のト書きに，特にこの語順の文が見られる。
　　（1）　Wタ肋｛勿καc庇ρブ〃ゐゐαπ∂is　a　stationery　case，and　a　photograph
　in　a　frame．（Cα〃〃α103S）
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　　（2）　1〃肋θ〃α〃o〃ツo〃1ψis　a　broad　window1ooking　on　the　sea．
（τθ〃230S）
　　（3）I　came　to　be1ieve　that加加7砂o伽was　aI1the　music　of　the
song，．．．（〃α物161）
　　（4）肋c伽9〃刎o〃肋θo肋〃∫66θげ肋θ”oo刎，near　the　typewriter，
is　the　door．（Cα〃∂タ6α104S）
　　6．2　目的語が文頭におかれる場合
　　　（1）　λ　刎θγ2　力ゐツ5北α1g刎ゲthey　cou1d　bridge；or　at　1east　I　cou1d
　　bridge　it　for　them（the鮒th　is　ful1of　DeYi1’s　Bridges）；（〃α〃146）
　　　（2）　ハ伽ψo1θo〃，sitting　facing　11er　on　the　further　side　of　the　table，
　　she　sees　for　the丘rst　time．（ル∫ガ妙182S）
　　　（3）　0刎o7肋o〆肋召刎，perhaps，it　wou1d　be　wiser　to　ki11without
　　malice　in　a　friend1y　and　frank　mamer；（〃α吻117S）
　　　（4）λ伽惚θ”o㈱g〃，one　wou1d　say，if　the　mora1passions　were
　　not　also　marked，and　even　nob1y　marked，in　a　ine　brow．（τθ〃241S）
　（3）のOne　or　two　of　themは，不定詞to　ki11の目的語である。（4）のA
dangerous　gir1は，sayと直接にはつながらない。one　would　say（that　she
is）a　dangerous　gir1のthat－clauseの中のa　dangerous　gir1だけを取り
出して文頭にもってきたため，gir1の後にpauseが入ることになり，コソマ
で区切ったものと、思われる。
　　目的語に比べて，補語が文頭にくる例は少ない。参考に，1例だげ挙げてお
く。
　　　（5）C〃6o〃8伽昭it　must　be　writing　a　sermon　every　week一（〃o・
　ノを∫sタ0〃252）
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7．分詞構文
1．0簡潔な表現が要求されるト書きの中で，分詞溝文が多く用いられてい
るのは，むしろ当然かもしれない。しかL，本来文語体に属する分詞構文を，
ショーは屡々台詞の中でも用いている。
　7．1分詞構文の位置
　分詞構文の文中におげる位置としては，頭位・中位・尾位の3種類があり，
一般には，頭位と尾位が多く，中位が最も少ない。だが，ショーでは，独立分
詞構文を除けば，中位の分詞構文の多いのが目につく。
　　（1）τ〃閉肋g　back，he　sees　Julia　c1ose　upon　him．（P肋1σ〃〃〃132S）
　　（2）I　put　the　matter　to　her　as　de1icately　and　considerate1y　as
　possible，never舳〃肋〃昭a　word　of　my　reasons，but　justαs肋惚her
　to　be　content　to　live　on　my　own1itt1e　income；（Ho〃5θ∫67）
　　（3）Now，since，I，ろ2肋9a　nob1e　man，am　in　the　secret　too，…（”舳
　177）
　　（4）Miss　Gamett，not脇昭able　to　shake　Lexy，re1ieves　her　fee1ings
　by　worrying　the　typewriter．（Cα〃〃α109S）
　　（5）The　par1ormaid，〃oog〃2伽g　the　passing　of　the　crisis　of　passion，
　and力〃伽g　no　further　violence，sits　discom趾ed1y　on　her　hee1s，．．．
　（1－o〃∫召874S）
　7．2独立分詞構文
　独立分詞構文が1iter肛y　Eng1ishに属するとは，おおむね定説になってお
り，Sweet（W．亙．G．§2351）などは，人はこれをun－Eng1ishと感じ，文章
体においても避ける傾向にある，とさえ述べている。この独立分詞構文が，シ
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ヨーのト書きは無論のこと，台詞の中にもかなり現われてくる。
　　　（1）Oml　sou工sろθ肋9entire1y　damned，we　cultivate　o皿hearts．（〃脇
136）
　　　（2）they　were　young　and　greedy，and　didnt　know　that　if　the
shares　were　worth　what　was　bid　for　them　they　must　be　worth　what
was　asked，the　margin肋喀too　smal1to　be　of　any　account，you　see．
　（〃α勿204）
　　　（3）The　room　is　not　rectangular，one　comer脇昭cut　o任diago－
ml1y　by　the　doorway，and　the　opposite　one”o〃〃θ6by　a　t皿ret　window
　．．．（P脆〃α〃∂θ〃797S）
　　　（4）He11as　the　se1f－con丘dence　of　one　who　has　made　money，…，
his　civi1ityカω伽g　mder　it　a　perceptib1e　menace　that　he　has　other
　methods　in　reser∀e　if　necessary。（〃α〃190S）
　　　（5）He1ooks㎡ter　her　with　emotion　for　a　moment；then　turns
slow1y　away，his　face　radiant　with　the1oftiest　exa1tation．（ムγ㈱56
S）
（5）では，his　faceの後にbeingが省かれている。
7．3懸垂分詞
　　（1）　工oo后タ〃9up　the　hi11，肋θoo材og2お∫ω〃　in　the1eft　hand　corner
of　the　garden，．．．（一P”ψ55クo〃211S）
　　（2）肋o励惚ea－stw趾d　from　within　instead　of　westward　from　with－
out，肋θ1α肋o〃〃〃o〃，with　its　curtains　drawn，ゐ㎜〃5θ伽in　the
middle　of　the　front　wa11of　the　cottage，．．．（P”ψ5∫6o〃228S）
　　（3）1二〇〇肋惚toward　them　from　within　the　garden，肋θ∫〃2ゲ肋θ
乃o〃sθゐ∫θθ〃on　the1eft，．．．（■4γ刎s44S）
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　　（4）吻ω6惚the　room　from　the　front　windows，伽∂o07ゐ脇勿in
　the　opposite　wa11near　the1eft　h…㎜d　comer．（P〃1α〃θ犯7160S）
　上にあげた文は，いずれも懸垂分詞といわれるものであるが，分詞の論理上
の主語は，すべて0ne，yOuなど一般の人を表わすものであり，やかましい文
法家の非難を招くようた非論理的な構文ではない。ただ，ここで注目Lたいの
は，これらの文が，全く同じ動詞と同じ文型を用いていることであ㍍分詞句
はすべて頭位におかれ，分詞は「眺める」という意味の100king叉はviewing
で，それに続く主節の動詞seeは受身の形になっている。4例とも，幕開きの
ト書きの文章である。幕開きのト書きには，その場面の状況説明という役割が
与えられているため，このような全く同じバターンの繰り返しが行われたので
あろう。
　　（5）Zoo肋昭at　it　from　the　wide　end　of　the　horse－shoe，o肋5〃8．a
　1itt1e　to　the　right，in　the　face　of　the　c1雌，α”o刎舳地oωθwhich　is
　real1y　an　abandoned　quarry，　　（〃α〃115S）
　この文では，a　romantic　caveにwhich以下の節が付加されており，その
ためこれを主語とする受身の形を避けたのであろう。
　　（6）ザッo〃ω〃〃1oo居into　the　room　through　the　window　facing　the
　chair，ツo〃〃o〃〃∫ωthe丘rep1ace　in　the　midd1e　of　the　wa11opposite
　you，．．．（Tθ〃230S）
　（1）から（5）までの文のように，これを，Looking　into　the　room＿とし
たかったのは，if・clauseを用いることによって，仮定の意味を明確に表現し
ようと意図したからであろうか。
　1．4「with＋対格十分詞」
　独立分詞構文と同様に機能するrwith＋対格十分詞」も，かなり頻繁に使わ
れ，次のように，1べ一ジに3例も出てくることもある。
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　　（1）I　have　gone祉mugh　the　waエ．11ke　a　kmght　m　a　tom＝nament
加肋〃8Zαめ1oo肋昭down　at　him！（λ7〃∫56）
　　（2）　She　goes　to　the　tab1e，and　begins　to　c1ear　it，〃杉〃　ゐθクあαc后
切閉θ6to　them．（λ舳856S）
　　（3）　He　takes　a　stea1thy1ook　at　her，and　begins　to　twir1his　moustache
mischie∀ous1y，〃励〃∫1ψ肋〃σ肋刎ろo　on　his　hip．（λ7〃556S）
8．副詞句・副詞節の位置
　　8．0分詞構文の位置で，中位が比較的に多いと述べたが，副詞句・副詞節
の位置についても，全く同様の傾向が指摘できる。つまり，屡々，副詞句・副
詞節が，主語と動詞の間におかれている。
8．1中位の副詞句
　　　（1）Raina，〃肋α8α功，sits　down　on　the　ottoman，＿（五舳∫90S）
　　　（2）Just　as　Life，αガ〃昭召∫げ3〃〃幽12，evo1ved　that　wonde㎡uユ
　bodi1y　organ　the　eye，so　．．．（〃σ〃160）
　　　（3〕　］V【rs　C1andon，αs　α　刎α材〃げs06ξα1ω犯砂召〃召〃6召α〃6θcθ刎cツ，
wi11have　to　reslme　her　husband’s　name．．．（τ2〃330）
　　　（4）　a　man　who伽卯あ碗2is　easygoing，a貨ectionate，and　hum0f0usly
　cOnマivia1to　a　fau1t．（Cα％”6α111S）
几帳面にコソマを用いるショーが，（4）では，珍しくin　privateの前後をコ
ソマで囲っていない。
8，2中位の副詞節
　　（1）In　the　ho11ow，on　the　slope1eading　to　the　quarry－cave，are
about　a　dozen　men　who，α5肋砂〃c伽〃〃加〃θα52”o〃〃α加ψρ戸
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∫刎0〃伽惚〃肋〃3加Sぴ6θ061砂0〃あ㈱肋006，haVeanairOf
　being　conscious　of　themse1Yes　as　picturesque　scoundre1s．．．（〃α〃115S）
　　（2）Fu］士her，the　imaginatiYe　man，ゲ〃∫1焚ゐまoあθまo1〃励1θチo
　〃刎，must　ha∀e1eisuエーe　to　te11himse肚stories，．．．（〃肋116S）
　　（3）it　is　inconceivab1e　that　Life，having　once　produced　them，shou1d，
　｛戸　10秒2　α勉6　あθα〃勿　〃θ”彦乃θグ0みゴθ6オ，start　o逝　on　another1ine　and　．。
　（〃伽159）
　　（4）　Did　I　say，ω加勉∫〃α5α〃α吻g伽g肋αまα荻α〃ρブFσ刎〆5，that
　al1Man’s　reason　has　done　for　him　is　to　make　him　beast1ier　than　any
　beast．（〃α〃150＿＿1）
　　（5）　If，〃ゐ2〃ツo〃80ツツo〃α陀プ〃∫まα∫ろα6　α∫　∫α刎，　you　mean　that
　you　are　just　as　power1ess　to　a1ter　the　state　of　society，the工1you　are
　unfortunate1y　quite　right．（Ho〃∫θ∫71）
　中位にも，いろいろ種類があり，（1）と（2）は主語の後，（3）は助動詞と本動詞
の間，（4）は動詞と目的語にあたるthat－c1auseの問，（5）は接続詞の後となっ
ている。
9．　その他
9．0　ショーには，例えば，showのかわりにshewを用いるとか，whi1e
よりもwhi1stを好むとか，言葉に対する好みやくせのようなものがある。そ
ういった，いわば，ショーの筆くせのようなものを少し拾ってみよう。
　9．1as　if
　as並とas　thoughについては，ショーは頑固なほどにas　if一辺倒であ
って，相当な数のas並節を用いていながら，as　thoughは一度も使っていな
い。なお，as並節におけるbeは，殆ど常にwereを用い，wasは，教養の低い
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者の言葉の中に数回用いている。（as　ifツ0〃〃αト肋脳591一の例も含めて）
　　（1）I’皿not　at　home　in　this　one（≡coat）：I　fee1αsヶI肋〃on
　parade．（■47吻s70）
　　（2）I　fee1α8ゲI伽s　stea1ing　his　money。（〃伽110）
　9．2　アポストロフィの省略
　できるだけアポストロ7イapostropheを省くのは，ショーの筆くせと言う
よりは，むしろspe11ingの簡略化を目指Lたショーの主張である。無駄なも
のは必要ないと考えるショーの合理主義が，発音に関係のないアポストロプィ
を取り除かせたのであろう。ただし，アポストロフィを取り去ると，まぎらわ
しくなって混乱をきたす恐れのあるI’m，m，we’11，she’1l，it’sなどには，当
然アポストロフィは残しておく。
　　（1）Come：加〃∫an　opPortunity　for　some　sPort．π乃o〃bet　on　it～
　（ル㈱71）
　　（2）γo伽召been　medd1ing　with　my　typewriter，Mr　Marchbanks；
　and肋θ〃∫not　the1east　use　in　your　trying　to1ook　as　if　youゐα6〃彦．
　（Cα〃6〃α132）
　　（3）If　the　mistress　catches　you，5加’〃ta1k　to　you．（λ7舳79）
10．　おわりに
　最後に，ショーの英語の特徴を一口でまとめるなら，ショーの英語は，シェ
イクスピアの英語と同様，舞台の英語，つまり，耳に美しくそして力強く響く
英語である，と言えるのではあるまいか。柔らかい‘1’の音が重なる多彩な
・1y形の副詞の効果的な多用，同種の語や句のたたみかけるような連続的並列，
語句や文のくどいほどの反復，それに様々な強意表現等々が，一種のしつこい
力強さと，美しいリズムとをもった文体を生み出しているのである。
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